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は
じ
め
に

流
行
歌
に
作
曲
家
が
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
付
け
始
め
た
の
は
、
レ
コ
ー
ド
産
業
が
成
立
し
て
か
ら
で
あ
る
。

日
本
で
は
、昭
和
の
時
代
と
歩
み
を
と
も
に
す
る
が
、ま
ず
作
曲
家
の
一
番
星
に
な
っ
た
の
が
中
山
晋
平
だ
っ

た
。外

資
系
の
ビ
ク
タ
ー
か
ら
、
西
條
八
十
作
詞
、
佐
藤
千
夜
子
が
歌
っ
た
「
東
京
行
進
曲
」
の
作
曲
で
世
に
知

ら
れ
る
が
、
つ
い
で
古
賀
政
男
が
コ
ロ
ム
ビ
ア
か
ら
高
橋
掬き

く

太た

郎ろ
う

作
詞
の
「
酒
は
涙
か
溜
息
か
」
の
作
曲
と
、

詞
も
自
ら
書
い
た
「
影
を
慕
い
て
」
を
、〝
東
京
音
楽
学
校
（
現
東
京
藝
大
）
最
大
の
傑
作
〟
の
折
紙
つ
き
の

ベ
ル
カ
ン
ト
歌
手
・
藤
山
一
郎
（
本
名
・
増
永
丈
夫
）
に
歌
わ
せ
、
蓄
音
機
が
、
植
民
地
だ
っ
た
台
湾
・
朝
鮮

を
含
め
て
、
日
本
全
国
に
わ
ず
か
二
十
万
台
と
い
わ
れ
た
時
代
に
、
そ
れ
ぞ
れ
百
万
枚
の
大
ヒ
ッ
ト
を
さ
せ
た

の
だ
っ
た
。

中
山
晋
平
の
曲
が
、
民
謡
的
な
匂
い
の
た
だ
よ
う
素
朴
感
の
あ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
だ
っ
た
の
に
対
し
、
古
賀
メ

ロ
デ
ィ
ー
は
、
都
会
的
な
哀
愁
感
が
嫋

じ
ょ
う

々じ
ょ
うと

流
れ
、
そ
の
や
る
せ
な
い
ひ
び
き
が
大
不
況
下
の
暗
い
世
相
に
共

鳴
し
て
、
狂
乱
に
近
い
大
ヒ
ッ
ト
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

古
賀
政
男
は
、
マ
ン
ド
リ
ン
の
演
奏
か
ら
ギ
タ
ー
に
転
じ
、
独
学
で
作
曲
を
志
し
て
い
た
。「
影
を
慕
い
て
」

と
同
時
期
に
、「
酒
は
涙
か
溜
息
か
」
を
作
曲
し
て
い
る
が
、
短
い
二
行
詞
に
ど
う
曲
を
付
け
れ
ば
い
い
か
一
ヶ
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月
余
苦
し
み
抜
い
た
末
に
、
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
原
点
と
な
る
、
や
る
せ
な
い
哀
愁
に
彩
ら
れ
た
曲
調
を
編
み

出
し
た
の
で
あ
る
。

古
賀
に
つ
い
で
、
江
口
夜よ

詩し

、
佐
々
木
俊
一
、
阿
部
武
雄
、
古
関
裕ゆ

う

而じ

ら
が
輩
出
す
る
が
、
昭
和
時
代
に
古

賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
比
肩
す
る
作
曲
家
は
服
部
良
一
だ
っ
た
。

服
部
は
、
ジ
ャ
ズ
の
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
を
流
行
歌
に
同
化
さ
せ
た
才
人
で
、
大
阪
道
頓
堀
の
う
な
ぎ
料
亭
の
少

年
音
楽
隊
を
振
り
出
し
に
、
亡
命
白
系
ロ
シ
ア
人
、
エ
マ
ヌ
エ
ル
・
メ
ッ
テ
ル
に
作
曲
法
を
学
び
、「
別
れ
の

ブ
ル
ー
ス
」「
湖
畔
の
宿
」「
蘇
州
夜
曲
」「
青
い
山
脈
」
と
、
昭
和
歌
謡
史
に
燦
然
と
輝
や
く
名
曲
の
数
々
を

誕
生
さ
せ
て
い
る
。

日
本
の
流
行
歌
は
、
服
部
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
登
場
に
よ
っ
て
、
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
日
本
系
に
対
比
す
る
、
外

国
系
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
流
れ
を
、
日
本
に
誘
導
す
る
契
機
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
国
境
は
な
か
っ
た
。

海
外
で
ヒ
ッ
ト
し
た
歌
の
詞
は
日
本
語
に
訳
さ
な
い
こ
と
に
は
、
日
本
人
に
通
じ
な
か
っ
た
が
、
曲
は
ア
メ

リ
カ
の
ジ
ャ
ズ
、
ロ
カ
ビ
リ
ー
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
、
ウ
ェ
ス
タ
ン
。
ラ
テ
ン
音
楽
の
マ
ン
ボ
、
タ
ン
ゴ
。
フ
ラ
ン

ス
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
で
あ
ろ
う
と
、
聴
い
て
情
感
に
訴
え
る
も
の
が
あ
り
、
素
敵
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
リ
ズ
ム
と
感

じ
た
ら
、
即
刻
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

海
外
の
ヒ
ッ
ト
曲
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
日
本
に
入
っ
て
来
て
大
流
行
し
て
不
思
議
は
な
か
っ
た
。

日
本
の
作
曲
家
は
、
そ
れ
ら
の
曲
の
ヒ
ッ
ト
以
前
に
リ
サ
ー
チ
を
怠
り
な
く
、
同
工
異
曲
の
作
品
を
量
産
し



3

て
い
た
。
そ
の
顔
ぶ
れ
も
多
彩
を
き
わ
め
て
い
た
。

し
か
し
、
本
書
に
登
場
願
っ
た
作
曲
家
は
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
は
参
考
に
し
た
が
、
独
断
と
偏
見
の
そ
し

り
は
覚
悟
の
上
、
二
十
人
と
代
表
曲
五
曲
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

一
瞥
す
れ
ば
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、「
リ
ン
ゴ
の
唄
」
な
ど
を
作
曲
し
た
万ま

ん

城じ
ょ
う

目め

正
、
ラ
ジ
オ
歌
謡
で
お
馴

染
み
の
八や

洲し
ま

秀
章
、「
リ
ン
ゴ
追
分
」
の
米
山
正
夫
、「
東
京
の
花
売
娘
」
の
上
原
げ
ん
と
、「
骨
ま
で
愛
し
て
」

の
北
原
じ
ゅ
ん
、「
天
使
の
誘
惑
」
の
鈴
木
邦
彦
等
々
…
…
。
歌
謡
曲
通
で
あ
っ
た
ら
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
思
い

浮
か
ぶ
作
曲
家
の
項
が
な
い
こ
と
に
、
不
服
・
不
満
を
持
た
れ
る
こ
と
は
覚
悟
の
上
で
あ
る
。

多
士
済
々
が
活
躍
す
る
歌
謡
界
、
そ
れ
ら
の
優
れ
た
曲
譜
を
生
み
出
し
た
才
子
た
ち
の
横
顔
は
、
い
ず
れ
何

ら
か
の
方
法
で
綴
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
澤 

実
信
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さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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●
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
時
代

演
歌
の
大
御
所
・
古
賀
政
男

は
、
昭
和
期
を
代
表
す
る
作
曲
家

で
あ
る
。
七
十
三
年
の
生
涯
に
、

五
〇
〇
〇
曲
と
も
い
わ
れ
る
古
賀

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
生
み
出
し
て
、
戦

前
・
戦
後
を
通
じ
ヒ
ッ
ト
曲
の
多

さ
で
は
、
断
然
、
他
を
圧
し
て
い

る
。概

し
て
、
流
行
歌
の
賞
味
期
限

は
短
い
も
の
だ
が
、
古
賀
メ
ロ

デ
ィ
ー
は
三
十
年
、
五
十
年
と
歌

い
つ
づ
け
ら
れ
る
エ
バ
ー
グ
リ
ー

ン
曲
が
多
い
の
だ
。

「
酒
は
泪
か
溜
息
か
」「
影
を
慕

い
て
」「
サ
ー
カ
ス
の
唄
」「
東
京

ラ
プ
ソ
デ
ィ
」「
人
生
の
並
木
路
」

「
誰
か
故
郷
を
想
わ
ざ
る
」「
な
つ

か
し
の
歌
声
」「
悲
し
き
竹
笛
」

「
湯
の
町
エ
レ
ジ
ー
」「
ト
ン
コ
節
」

「
無
法
松
の
一
生
」「
東
京
五
輪
音

頭
」「
柔
」「
悲
し
い
酒
」…
…
ヒ
ッ

ト
曲
の
十
数
曲
を
並
べ
た
だ
け
で

も
、
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
魅
力
を

よ
み
が
え
ら
す
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

作
曲
家
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

は
、
昭
和
五
年
二
月
、
レ
コ
ー
ド

歌
手
の
一
番
星
・
佐
藤
千
夜
子
の

知
遇
を
得
て
作
曲
し
た
「
文
の
か

お
り
」
で
あ
っ
た
。

九
州
は
水
郷
の
都
・
柳
川
近
く

の
大
川
に
明
治
三
十
七
年
に
生
ま

古賀政男
（1904 ～ 1978）

福岡県大川市生まれ。明治大学商学
部卒。昭和を代表する作曲家。「影
を慕いて」をはじめ生涯に制作し
た曲は 5000 曲といわれ「古賀メロ
ディー」として親しまれている。

古賀政男
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れ
て
い
て
、
少
年
時
代
に
大
正
琴

で
音
楽
に
目
覚
め
、
マ
ン
ド
リ

ン
、
ギ
タ
ー
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

を
研
鑽
す
る
中
で
、
弦
楽
器
の
繊

細
な
ト
レ
モ
ロ
を
と
り
入
れ
た
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
目
覚
め
、
作
曲
を
志

す
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
大
学
商
学
部
を
卒
業
後
、

昭
和
六
年
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
の

専
属
と
な
っ
た
。
信
じ
ら
れ
な
い

こ
と
だ
が
、
当
初
、
作
曲
に
自
信

が
持
て
ず
、
文
芸
部
の
社
員
を
希

望
し
て
い
た
が
、
東
京
音
楽
学
校

（
現
東
京
芸
大
）
出
身
の
増
永
丈

夫
に
邂
逅
し
た
こ
と
で
、
作
曲
家

と
し
て
の
大
道
が
拓
け
た
。

「
上
野
（
芸
大
）
最
大
の
傑
作
」

の
折
紙
つ
き
の
ベ
ル
カ
ン
ト
歌
手

は
、
芸
名
を
日
本
一
の
富
士
山
に

因ち
な

ん
で
藤
山
一
郎
と
命
名
。
古
賀

政
男
の
実
力
を
決
定
づ
け
た
「
影

を
慕
い
て
」「
酒
は
泪
か
溜
息
か
」

を
歌
い
、
大
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
。

昭
和
の
初
め
は
、
大
衆
が
皆
で

歌
え
る
歌
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の

空く
う

隙げ
き

を
突
い
て
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー

は
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
都
会
的

な
哀
愁
味
が
嫋

じ
ょ
う

々じ
ょ
うと

流
れ
る
や
る

せ
な
い
ひ
び
き
は
、
大
不
況
下
の

暗
い
風
潮
に
共
鳴
し
、
出
す
曲
は

次
々
に
ヒ
ッ
ト
し
て
い
っ
た
。

昭
和
八
年
、
松
平
晃
が
歌
っ
た

「
サ
ー
カ
ス
の
唄
」
が
大
ヒ
ッ
ト

し
て
い
る
最
中
、
古
賀
は
離
婚
騒

動
で
体
調
を
崩
し
、
伊
東
温
泉
に

静
養
に
赴
い
た
。
そ
の
旅
先
で
新

興
レ
コ
ー
ド
会
社
テ
イ
チ
ク
の
社

長
に
口
説
か
れ
て
、
制
作
を
一
任

さ
れ
た
専
務
に
迎
え
ら
れ
、
藤
山

一
郎
、
デ
ィ
ッ
ク
ミ
ネ
、
楠
木
繁

夫
、
美
ち
奴
な
ど
を
擁
し
て
、「
緑

の
地
平
線
」「
二
人
は
若
い
」「
東

京
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」「
あ
ゝ
そ
れ
な

の
に
」「
青
い
背
広
で
」「
人
生
の

並
木
路
」
な
ど
、
ヒ
ッ
ト
曲
を
独

り
占
め
す
る
超
人
的
な
活
躍
を
す

る
舞
台
に
恵
ま
れ
た
。

昭
和
十
三
年
秋
、
外
務
省
の
音

楽
文
化
親
善
使
節
と
し
て
渡
米
す

る
が
、
渡
米
直
前
に
コ
ロ
ム
ビ
ア

に
復
帰
し
て
い
て
、
そ
れ
が
帰
国
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の
権
力
者
に
迎
合
し
た
歌
だ
っ
た

が
、
軍
の
一
部
に
は
、「
戦
意
を

高
め
る
ど
こ
ろ
か
、
悲
し
く
な
る

よ
う
な
軟
弱
歌
じ
ゃ
な
い
か
」
と

非
難
さ
れ
た
。

古
賀
は
お
上
の
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

に
対
し
、

「
こ
の
言
葉
に
は
こ
の
曲
し
か
作

れ
ま
せ
ん
。
お
気
に
召
さ
な
い
の

な
ら
、他
の
人
に
頼
ん
で
下
さ
い
」

と
開
き
直
り
、
そ
の
末
に
採
用

さ
れ
て
い
た
。

古
賀
は
、
戦
時
下
に
あ
っ
て

も
、
軍
に
は
協
力
的
で
は
な
か
っ

た
が
、
決
し
て
無
関
心
で
は
な

く
、「
忠
烈
大
和
魂
」「
軍
国
の
母
」

「
殉
血
爆
弾
二
将
校
」「
勇
敢
な
る

航
空
兵
」「
戦
士
の
道
」「
血
染
の

戦
闘
帽
」
と
、
歌
謡
に
は
馴
染
ま

な
い
無
骨
な
題
の
曲
も
書
い
て
い

た
。だ

が
、
哀
調
が
底
に
流
れ
る
古

賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な

詞
の
ヒ
ッ
ト
に
は
結
び
つ
か
な

か
っ
た
。

●
最
晩
年
の
姿
は

古
賀
政
男
の
戦
後
は
、
霧
島
昇

の
「
麗
人
の
歌
」「
旅
役
者
の
唄
」、

近
江
俊
郎
・
奈
良
光
枝
デ
ュ
エ
ッ

ト
の
「
悲
し
き
竹
笛
」、
二
葉
あ

き
子
の
「
恋
の
曼
珠
沙
華
」
を
経

て
、
戦
後
最
高
の
ヒ
ッ
ト
の
一
つ

と
い
わ
れ
る「
湯
の
町
エ
レ
ジ
ー
」

に
実
っ
て
い
る
。

後
、
霧
島
昇
、
ミ
ス
コ
ロ
ム
ビ

ア
、
藤
山
一
郎
ら
の
ヒ
ッ
ト
曲
、

「
誰
か
故
郷
を
想
わ
ざ
る
」「
目
ン

無
い
千
鳥
」「
新
妻
鏡
」「
な
つ
か

し
の
歌
声
」
な
ど
を
生
む
動
機
に

な
っ
た
。

し
か
し
、
戦
時
下
と
あ
っ
て
、

古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
軍
国
歌
謡
に

は
馴な

染じ

ま
ず
、
わ
ず
か
に
昭
和

十
六
年
、
霧
島
昇
・
松
原
操
・
李

香
蘭
が
歌
っ
た
「
そ
う
だ
そ
の
意

気
」（
国
民
総
意
の
歌
）
と
、
歌

う
ス
タ
ー
高
峰
三
枝
子
の
「
南
の

花
嫁
さ
ん
」
で
存
在
感
を
示
し
た

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

「
国
民
総
意
の
歌
」
と
銘
打
た
れ

た
「
そ
う
だ
そ
の
意
気
」
は
、
時

古賀政男
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は
じ
め
は
商
人
を
目
指
し
て
昼

は
働
き
、
夜
は
大
阪
市
立
実
践
商

業
に
通
う
と
い
う
日
々
を
送
っ
て

い
た
。

長
じ
て
、
生
活
の
た
め
に
ジ
ャ

ズ
喫
茶
で
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
り
、

弱
小
レ
コ
ー
ド
会
社
の
タ
イ
ヘ
イ

で
ジ
ャ
ズ
の
編
曲
を
し
て
い
て
、

昭
和
八
年
に
デ
ィ
ッ
ク
ミ
ネ
の
す

す
め
で
上
京
。ダ
ン
ス
ホ
ー
ル『
ユ

ニ
オ
ン
』
の
バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
、

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
奏
者
、
ニ
ッ
ト
レ

コ
ー
ド
の
音
楽
監
督
を
経
て
、
昭

和
十
一
年
、
大
手
レ
コ
ー
ド
会
社

コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
作
曲
家
に
迎

え
ら
れ
た
。

第
一
回
に
淡
谷
の
り
子
が
歌
う

●
ブ
ル
ー
ス
歌
謡
の
第
一
号

服
部
良
一
は
、
姉
の
勧
め
で
一

番
の
成
績
で
入
隊
し
た
、
大
阪
は

道
頓
堀
の
出
雲
屋
少
年
音
楽
隊
の

オ
ー
ボ
エ
、
サ
ッ
ク
ス
、
フ
ル
ー

ト
の
奏
者
が
振
り
出
し
だ
っ
た

が
、
亡
命
白
系
ロ
シ
ア
人
で
あ
る

エ
マ
ヌ
エ
ル
・
メ
ッ
テ
ル
に
見
い

出
さ
れ
、
四
年
間
に
わ
た
り
音
楽

理
論
・
作
曲
・
指
揮
の
教
え
を
受

け
て
い
た
。

父
親
は
土
人
形
師
だ
っ
た
が
、

家
族
は
み
ん
な
芸
事
が
好
き
で
、

良
一
も
「
江
州
音
頭
」
や
「
河
内

音
頭
」
を
、
子
守
唄
が
わ
り
に
し

て
育
っ
た
。

大阪市生まれ。ジャズで感性を磨い
たヒット曲の数々で、昭和の音楽
シーンを代表するひとり。息子に作
曲家の服部克久、孫に服部隆之とい
う音楽一家でもある。

（1907 ～ 1993）

服部良一

服部良一
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「
お
し
ゃ
れ
娘
」
を
作
曲
す
る
が
、

ス
ウ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
の
イ
デ
ィ
オ

ム
を
自
在
に
取
り
組
ん
だ
当
時
と

し
て
は
斬
新
な
曲
で
、
一
躍
、
注

目
を
浴
び
た
。

ブ
ル
ー
ス
歌
謡
の
第
一
号
と
な

る
「
別
れ
の
ブ
ル
ー
ス
」
は
、
黒

人
ブ
ル
ー
ス
を
ベ
ー
ス
に
し
た
本

格
的
な
曲
だ
っ
た
。
そ
の
頃
、
無

名
で
貧
乏
だ
っ
た
藤
浦
洸こ

う

に
三
十

円
の
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
を
渡
し
、

「
横
浜
の
本
牧
あ
た
り
を
取
材
し

て
詞
を
作
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と

頼
ん
だ
の
だ
っ
た
。

藤
浦
は
当
時
を
回
想
し
、

「
歌
詞
と
し
て
は
、
た
い
へ
ん
風

変
り
な
も
の
だ
っ
た
。が
、ブ
ル
ー

ス
の
小
節
や
数
や
長
さ
を
勘
定
し

て
、
私
は
書
い
た
の
で
あ
る
。
題

は
『
本
牧
ブ
ル
ー
ス
』
で
あ
っ
た
。

『
こ
れ
、
こ
れ
！
』

と
、
服
部
は
そ
の
原
稿
を
右
手

で
高
く
振
っ
て
く
れ
た
。
気
に

入
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
曲
が

で
き
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
五
、六

日
目
だ
っ
た
。」

曲
が
先
に
作
ら
れ
、
詞
を
は
め

こ
ん
だ
も
の
だ
が
、
歌
は
、「
ソ

プ
ラ
ノ
に
は
無
理
よ
」
と
逃
げ
る

淡
谷
の
り
子
を
口
説
き
落
し
、
で

き
る
だ
け
マ
イ
ク
に
近
づ
き
、
ア

ル
ト
の
音
域
で
歌
っ
て
も
ら
い
、

ブ
ル
ー
ス
の
雰
囲
気
を
出
し
た
。

当
時
、
満
州
と
い
わ
れ
た
傀
儡

国
家
の
大
連
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

で
活
躍
し
て
い
た
ト
ラ
ン
ぺ
ッ

タ
ー
・
南
里
文
雄
が
「
別
れ
の
ブ

ル
ー
ス
」
を
認
め
、
演
奏
し
た
こ

と
か
ら
、
国
内
よ
り
先
に
満
州
方

面
か
ら
流
行
し
は
じ
め
る
と
い

う
、
め
ず
ら
し
い
流
れ
と
な
り
、

こ
の
曲
は
作
詞
・
作
曲
・
歌
手
を

一
挙
に
世
に
出
す
こ
と
に
な
っ

た
。そ

し
て
、
次
に
淡
谷
に
歌
わ
せ

た
野
川
香
文
作
詞
の
「
雨
の
ブ

ル
ー
ス
」
の
ヒ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ

た
。

「
雨
の
ブ
ル
ー
ス
」
に
は
、
南
里

文
雄
の
吹
奏
が
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
さ

れ
て
い
て
、
私
は
そ
の
件
を
『
南
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が
並
ん
で
い
る
。

ま
ず
、
淡
谷
の
り
子
の
「
雨
の

ブ
ル
ー
ス
」
と
「
別
れ
の
ブ
ル
ー

ス
」
を
筆
頭
に
、
霧
島
昇
・
渡
辺

は
ま
子
の
歌
っ
た
「
蘇
州
夜
曲
」、

中
野
忠
晴
の
「
チ
ャ
イ
ナ
・
タ
ン

ゴ
」、
霧
島
昇
の
モ
ダ
ン
感
覚
を

出
し
た「
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
」

「
胸
の
振
り
子
」、
高
峰
三
枝
子
の

代
表
曲
と
な
っ
た
「
湖
畔
の
宿
」、

日
本
初
の
ス
キ
ャ
ッ
ト
唱
法
と

な
っ
た
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ナ
カ
ノ
・

リ
ズ
ム
ボ
ー
イ
ズ
の
「
山
寺
の
和

尚
さ
ん
」、
そ
し
て
渡
辺
は
ま
子

の
「
い
と
し
あ
の
星
」
な
ど
だ
っ

た
。四

千
曲
を
越
え
る
服
部
メ
ロ

デ
ィ
ー
の
中
で
、「
一
番
印
象
深

い
」
と
自
認
す
る
曲
は
「
蘇
州
夜

曲
」
で
、
皇
軍
慰
問
団
の
一
員
に

参
加
し
て
、
中
国
大
陸
の
日
本
占

領
下
の
各
地
を
廻
り
、
そ
の
風
景

と
チ
ャ
イ
ナ
・
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
触

発
さ
れ
て
、
五
線
譜
に
綴
っ
た
も

の
だ
っ
た
。

今
日
で
も
時
代
の
古
さ
を
感
じ

さ
せ
な
い
情
緒
豊
か
な
歌
曲
で
あ

る
。も

と
も
と
李
香
蘭
、
長
谷
川
一

夫
主
演
の
映
画
『
支
那
の
夜
』
の

中
で
、
李
香
蘭
が
美
し
い
ソ
プ
ラ

ノ
で
歌
う
と
い
う
前
提
で
作
ら
れ

た
曲
で
、
服
部
は
当
時
、
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

里
文
雄
物
語
』
に
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

「
当
時
、『
ブ
ル
ー
ス
』
と
い
う

聞
き
な
れ
な
い
横
文
字
は
、
片
田

舎
へ
行
く
と
〝
ズ
ロ
ー
ス
〟
と
間

違
え
ら
れ
て
、
劇
場
の
看
板
に
、

れ
い
れ
い
し
く
『
ズ
ロ
ー
ス
の
女

王
淡
谷
の
り
子
』
な
ど
書
か
れ
て

い
た
と
い
う
笑
い
話
も
あ
っ
た
。」

「
別
れ
の
ブ
ル
ー
ス
」に
つ
ぐ「
雨

の
ブ
ル
ー
ス
」
で
当
て
た
服
部
良

一
は
、こ
の
後
、ジ
ャ
ズ
の
フ
ィ
ー

リ
ン
グ
を
生
か
し
た
和
製
ブ
ル
ー

ス
、
タ
ン
ゴ
な
ど
一
連
の
欧
米
ナ

イ
ズ
さ
れ
た
モ
ダ
ン
な
曲
を
次
々

に
提
供
す
る
が
、
ヒ
ッ
ト
曲
に
は

戦
前
だ
け
で
も
次
の
よ
う
な
も
の

服部良一
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鈴
木
勝　
作
詞

笠
置
シ
ヅ
子　
歌

敗
戦
後
の
日
本
に
、
復
興
の
息

吹
き
と
活
力
を
与
え
た
感
の
あ
る

曲
で
あ
っ
た
。

歌
っ
た
の
は
、
こ
の
一
曲
の
大

ヒ
ッ
ト
で
〝
ブ
ギ
の
女
王
〟
の
名

を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
笠
置
シ
ヅ

子
で
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
に
発

売
さ
れ
た
。

服
部
は
戦
時
下
、
軍
部
に
疎
ま

れ
て
彼
の
作
曲
し
た
歌
は
次
々

に
発
禁
に
な
り
、〝
服
部
メ
ロ

デ
ィ
ー
〟
な
ら
ぬ
〝
発
禁
メ
ロ

デ
ィ
ー
〟
と
揶や

揄ゆ

さ
れ
て
い
た
。

戦
争
が
終
る
や
、
こ
の
屈
辱
を

吹
き
飛
ば
す
勢
い
で
、
笠
置
シ
ズ

子
を
起
用
し
、
ジ
ャ
ズ
を
歌
わ
せ

る
が
、
ブ
ギ
ウ
ギ
の
リ
ズ
ム
に
乗

せ
た
の
は
、
二
十
三
年
に
入
っ
て

か
ら
だ
っ
た
。

服
部
が
ア
フ
タ
ー
・
ビ
ー
ト
の

ブ
ギ
の
リ
ズ
ム
で
「
ソ
・
ラ
・
ド
・

ミ
・
レ
・
ド
・
ラ
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
つ
か
ん
だ
の
は
、
終
電
間
近
い

中
央
線
の
中
だ
っ
た
。
彼
は
電
車

が
西
荻
窪
駅
に
着
く
や
、
駅
前
の

喫
茶
店
に
飛
び
込
み
、
ナ
プ
キ
ン

に
夢
中
で
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
書

き
つ
け
た
と
い
う
。

詞
は
、旧
知
の
鈴
木
勝
に
頼
み
、

ピ
ア
ノ
で
何
度
も
聞
か
せ
て
「
躍

動
す
る
リ
ズ
ム
だ
か
ら
、
調
子
の

い
い
韻
語
が
ほ
し
い
。
言
葉
に
困

れ
ば
〝
東
京
ブ
ギ
ウ
ギ　

リ
ズ
ム

ウ
キ
ウ
キ
〟
を
繰
り
返
せ
ば
い
い

ん
だ
」
と
レ
ク
チ
ャ
ー
し
、
半
ば

自
分
も
加
わ
っ
て
歌
詞
を
書
き
あ

げ
て
い
た
。

歌
は
、
戦
前
か
ら
交
流
の
あ
っ

た
笠
置
シ
ズ
子
を
起
用
し
た
が
、

彼
女
は
初
め
て
の
ブ
ギ
ウ
ギ
の
吹

込
み
に
当
っ
て
、
パ
ン
チ
の
あ
る

野
性
に
あ
ふ
れ
た
咆ほ

う

哮こ
う

の
よ
う
な

唱
法
で
、
ビ
ー
ト
に
乗
っ
て
腰
を

ふ
り
、
足
を
蹴
上
げ
て
全
身
で
歌

い
あ
げ
た
の
だ
っ
た
。

東
京
ブ
ギ
ウ
ギ
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菊
田
一
夫　
作
詞

渡
辺
は
ま
子　
歌

「
雨
の
オ
ラ
ン
ダ
坂
」
は
、
昭
和

二
十
一
年
、
菊
田
一
夫
の
新
国
劇

『
長
崎
』
の
中
で
、
カ
フ
ェ
の
女

給
が
歌
う
シ
ー
ン
の
歌
が
必
要
と

な
り
、
菊
田
の
詞
で
は
常
連
だ
っ

た
作
曲
家
の
古
関
裕
而
に
「
大
至

急
作
っ
て
く
れ
」
の
依
頼
で
、
急

遽
作
曲
さ
れ
て
い
る
。

天
性
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
・
メ
ー

カ
ー
古
関
は
、
こ
の
と
き
、
菊
田

一
夫
の
詞
を
一
読
し
て
、

「
菊
田
さ
ん
ら
し
い
抒
情
と
ロ
マ

ン
テ
ィ
ッ
ク
な
情
熱
の
あ
る
美
し

い
詞
だ
」

と
、
大
い
に
作
曲
意
欲
を
そ
そ

ら
れ
、
長
崎
の
風
景
を
イ
メ
ー
ジ

に
よ
み
が
え
ら
せ
、
曲
想
を
練
っ

た
と
い
う
。

彼
の
知
る
長
崎
は
、
原
爆
で
破

壊
さ
れ
る
は
る
か
前
の
昭
和
十
年

頃
で
、
当
時
の
長
崎
の
街
に
は
南

国
の
香
り
と
、
異
国
情
緒
が
あ
ふ

れ
て
い
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
に
造
詣
が
深
い
古

関
は
、「
雨
の
オ
ラ
ン
ダ
坂
」
の

間
奏
に
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
長
崎
を

舞
台
に
し
た
『
マ
ダ
ム
・
バ
タ
フ

ラ
イ
』
の
有
名
な
ハ
ミ
ン
グ
コ
ー

ラ
ス
の
一
部
も
取
り
入
れ
て
、
情

緒
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
も
忘
れ
な

か
っ
た
。

歌
は
渡
辺
は
ま
子
だ
っ
た
が
、

三
拍
子
で
歌
っ
て
間
奏
に
四
拍
子

の
独
特
な
味
付
け
を
試
み
た
「
雨

の
オ
ラ
ン
ダ
坂
」
は
、
作
曲
家
自

身
を
し
て
会
心
の
作
と
言
わ
し
め

る
文
字
通
り
の
佳
曲
に
仕
上
っ
て

い
た
。

翌
年
の
昭
和
二
十
二
年
に
は
同

じ
菊
田
一
夫
原
作
の
松
竹
映
画

『
地
獄
の
顔
』
で
も
「
夜
霧
の
ブ

ル
ー
ス
」「
長
崎
エ
レ
ジ
ー
」「
夜

更
け
の
街
」
と
と
も
に
劇
中
歌
と

し
て
使
わ
れ
、
四
曲
と
も
ヒ
ッ
ト

し
た
。

雨
の
オ
ラ
ン
ダ
坂
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茨城県日立市生まれ。陸軍に入隊す
るが、敗戦後シベリアに抑留される。
抑留地で作曲した、のちの「異国の
丘」が復員兵によって紹介される。
没後、国民栄誉賞を受賞。

（1921 ～ 1998）

●
抑
留
兵
の
も
た
ら
し
た
歌

昭
和
二
十
三
年
八
月
一
日
は
日

曜
日
で
あ
っ
た
。
ビ
ク
タ
ー
専
属

作
詞
家
の
佐
伯
孝
夫
は
、
そ
の
日

「
素
人
の
ど
自
慢
」
を
聞
く
と
も

な
し
に
聞
い
て
い
た
。

す
る
と
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
復

員
兵
と
名
の
る
中
村
耕
造
が
あ
ら

わ
れ
、「
浮
虜
の
歌
え
る
」
を
、

「
こ
の
歌
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
抑
留

所
で
、
だ
れ
が
作
っ
た
か
わ
か
ら

な
い
ま
ま
に
歌
わ
れ
て
い
た
望
郷

の
歌
で
し
た
」

と
前
置
き
を
し
て
、
極
寒
の
地

に
囚
わ
れ
の
身
と
な
り
帰
国
を
一

日
千
秋
の
思
い
で
待
つ
兵
士
た
ち

の
心
情
を
、
ひ
び
き
の
あ
る
声
で

朗
々
と
歌
い
合
格
し
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
佐
伯
孝
夫
は
、

胸
に
迫
る
も
の
を
感
じ
、
さ
っ
そ

く
補
作
し
清
水
保
雄
の
編
曲
で
竹

山
逸
郎
に
一
番
を
、「
の
ど
自
慢
」

の
中
村
耕
造
に
二
番
を
歌
わ
せ
、

「
異
国
の
丘
」
の
題
で
発
売
し
た

と
こ
ろ
、歌
は
大
ヒ
ッ
ト
。
作
詞
・

作
曲
者
さ
が
し
が
始
っ
た
。

ま
ず
作
詞
し
た
増
田
幸
治
が
判

明
し
た
が
、作
曲
者
の
吉
田
正
が
、

米
山
正
夫
に
あ
と
押
し
さ
れ
て
名

の
り
出
る
ま
で
に
は
、
数
十
人
の

自
称
作
曲
者
が
出
て
い
た
。

ビ
ク
タ
ー
は
早
速
、
吉
田
正
と

専
属
契
約
を
結
び
、「
異
国
の
月
」

吉田 正

吉田 正
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「
異
国
に
祈
る
」「
東
京
の
星
空
」

を
作
曲
し
た
が
不
発
で
、「
流
れ

の
船
唄
」
の
〝
船
も
の
〟
を
経
て
、

鶴
田
浩
二
の
歌
っ
た
都
会
調
歌
謡

「
街
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
マ
ン
」
で

当
て
る
ま
で
に
は
、
数
年
に
及
ぶ

雌
伏
時
代
が
あ
っ
た
。

吉
田
は
第
二
の
ヒ
ッ
ト
を
得
る

ま
で
に
は
、印
税
を
注
ぎ
込
ん
で
、

銀
座
、赤
坂
の
高
級
ク
ラ
ブ
、バ
ー

を
巡
り
歩
き
、
盛
り
場
の
夜
の
ハ

ン
テ
ィ
ン
グ
を
怠
ら
な
か
っ
た
。

理
由
は
、「
大
衆
歌
謡
は
机
の

上
に
あ
り
ま
せ
ん
。
歌
謡
の
詞
と

曲
は
必
ら
ず
街
に
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
街
へ
出
て
街
の

た
た
ず
ま
い
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

若
者
た
ち
の
言
葉
づ
か
い
な
ど
を

聞
い
た
り
、
見
た
り
し
て
い
た
の

で
す
」
と
私
に
語
っ
て
く
れ
た
。

吉
田
を
晴
れ
て
作
曲
家
に
位
置

づ
け
た
「
有
楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ

う
」と
の
出
会
い
は
劇
的
だ
っ
た
。

関
西
の
そ
ご
う
百
貨
店
が
、神
武
・

岩
戸
景
気
に
乗
り
、
有
楽
町
駅
前

に
東
京
進
出
を
企
て
た
時
、
そ
ご

う
は
前
宣
伝
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
口
当
り
の
い
い
「
有
楽
町

で
逢
い
ま
し
ょ
う
」
を
、
新
聞
、

ラ
ジ
オ
、
雑
誌
に
使
っ
て
洪
水
の

よ
う
に
流
し
つ
づ
け
た
。

作
詞
家
の
佐
伯
孝
夫
は
「
有
楽

町
…
」
を
耳
に
し
「
こ
れ
は
い
け

そ
う
だ
」
と
、
ビ
ク
タ
ー
に
話
を

持
ち
込
み
、
作
曲
は
新
境
地
を
開

き
つ
つ
あ
る
吉
田
正
を
起
用
す
る

こ
と
に
し
た
。
歌
は
ジ
ャ
ズ
か
ら

歌
謡
に
転
身
を
図
り
つ
つ
あ
る
フ

ラ
ン
ク
永
井
を
指
名
し
た
。

一
方
ビ
ク
タ
ー
は
、
映
画
会

社
、
芸
能
誌
、
デ
パ
ー
ト
と
も
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
、
有
楽
町
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
、
そ
の
相
乗
効
果

も
あ
っ
て
歌
は
大
ヒ
ッ
ト
。「
有

楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ
う
」
は
、
流

行
語
に
な
っ
た
。

身
を
持
す
る
こ
と
に
厳
し
か
っ

た
吉
田
は
、

「
こ
の
曲
の
ヒ
ッ
ト
で
作
曲
家
と

し
て
、
よ
う
や
く
メ
シ
を
食
え
る

自
信
を
持
ち
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
、
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は
、
松
尾
和
子
＆
和
田
弘
と
マ
ヒ

ナ
ス
タ
ー
ズ
の
「
グ
ッ
ド
・
ナ
イ

ト
」「
東
京
ナ
イ
ト
・
ク
ラ
ブ
」

を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
、昭
和
三
十
五
年
、

ム
ー
ド
歌
謡
の
頂
点
と
も
い
う
べ

き
「
再
会
」
を
作
曲
す
る
。

「
異
国
の
丘
」で
、作
曲
家
へ
誘
っ

て
く
れ
た
佐
伯
孝
夫
の
作
詞
。
歌

は
フ
ラ
ン
ク
永
井
に
見
い
出
さ

れ
、
吉
田
の
門
下
に
入
っ
た
松
尾

和
子
だ
っ
た
。

「
佐
伯
先
生
の
詞
が
す
ば
ら
し

か
っ
た
。
私
の
曲
は
い
い
詞
が
前

提
に
あ
る
。
詞
が
よ
け
れ
ば
作
曲

し
や
す
い
。
聞
く
人
に
い
か
に
わ

か
り
や
す
く
書
く
か
が
私
の
基
本

で
す
が
、『
再
会
』
は
私
の
ム
ー

ド
歌
謡
の
到
着
点
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
」

と
語
り
、「
再
会
」
を
書
き
終
っ

て
、
こ
れ
以
上
の
曲
は
も
う
書
け

な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
と
い
う
。

歌
は
松
尾
和
子
が
歌
っ
て
い

て
、
生
前
に
彼
女
は
、

「『
再
会
』
は
私
の
い
ち
ば
ん
好

き
な
曲
で
す
。
で
も
歌
え
ば
歌
う

ほ
ど
難
し
い
歌
で
す
。
最
初
の
レ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
と
き
、
二
番
で

音
程
を
狂
わ
し
て
泣
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。
先
生
は
そ
れ
を
お
採
り

に
な
っ
た
ん
で
す
」

と
告
白
し
て
い
る
。

半
音
階
を
多
用
し
た
難
し
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
だ
っ
た
。
和
子
は
、
そ

の
ど
自
慢
の
審
査
で
各
地
へ
行
っ

て
も
、宿
帳
の
職
業
欄
に
〝
作
曲
〟

と
ま
で
は
書
け
ま
し
た
が
、〝
家
〟

は
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。『
有
楽

町
』
が
出
て
か
ら
、
や
っ
と
小
さ

く
も
〝
家
〟
を
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」

と
、私
に
話
し
て
く
れ
て
い
る
。

佐
伯
・
吉
田
・
フ
ラ
ン
ク
の
ト

リ
オ
で
、「
夜
霧
の
第
二
国
道
」「
東

京
午
前
三
時
」
な
ど
、
夜
の
ム
ー

ド
歌
謡
が
次
々
に
ヒ
ッ
ト
す
る
の

は
、
こ
の
後
か
ら
だ
っ
た
。

●
「
再
会
」
は
曲
の
頂
点

作
曲
家
と
し
て
自
他
と
も
に
認

め
ら
れ
る
立
場
に
な
っ
た
吉
田

吉田 正
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山
上
路
夫　
作
詞

佐
良
直
美　
歌

ア
ル
ト
の
佐
良
直
美
の
音
域
に

合
わ
せ
て
、
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
歌

い
出
す「
世
界
は
二
人
の
た
め
に
」

は
、
サ
ビ
の
部
分
で
少
々
高
い
音

に
転
じ
る
以
外
は
、
モ
ノ
ロ
ー
グ

の
語
り
を
思
わ
せ
る
低
音
域
で
ま

と
め
ら
れ
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
歌

だ
っ
た
。

い
ず
み
た
く
の
曲
に
、
山
上
路

夫
が
詞
を
書
い
て
い
た
が
、
そ
の

詞
は
歌
手
を
悩
ま
す
流
れ
に
な
っ

て
い
た
。

そ
れ
は
、
一
番
の
各
フ
レ
ー
ズ

の
頭
に
、「
愛
」「
花
」「
恋
」「
夢
」

の
名
詞
を
提
示
し
、つ
づ
い
て「
あ

な
た
と
二
人
」
を
繰
り
返
す
構
成

に
な
っ
て
い
て
、二
番
に
な
る
と
、

「
空
」「
海
」「
道
」「
丘
」
の
後
に
、

「
あ
な
た
と
あ
お
ぐ
」「
歩
く
」「
見

つ
め
る
」「
登
る
」
な
ど
の
動
詞

が
付
い
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。

一
番
は
「
あ
な
た
と
二
人
」
の

繰
り
返
し
だ
か
ら
、「
愛
」
だ
の

「
花
」
の
順
序
を
間
違
え
て
も
通

じ
る
が
、二
番
の「
空
」「
道
」「
海
」

「
丘
」
で
次
の
詞
藻
を
ミ
ス
す
る

と
道
を
仰
い
だ
り
、
海
を
歩
く
と

い
っ
た
ナ
ン
セ
ン
ス
ソ
ン
グ
に
な

り
か
ね
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

直
美
は
、笑
顔
で
歌
い
な
が
ら
、

こ
の
点
に
ず
い
ぶ
ん
神
経
を
使
っ

た
と
言
う
。
ま
た
、
淡
々
と
歌
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
聞
え
る
「
世
界

は
二
人
の
た
め
に
」
は
、
起
伏
が

少
な
い
曲
だ
け
に
、
た
い
へ
ん
難

し
い
歌
で
あ
っ
た
。
い
ず
み
の
内

弟
子
は
、
期
待
に
応
え
て
見
事
に

歌
い
こ
な
し
大
ヒ
ッ
ト
。

直
美
は
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
の

新
人
賞
を
受
賞
。

同
時
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
に

初
出
場
を
果
た
し
、
以
降
、
昭
和

五
十
四
年
ま
で
連
続
十
三
回
出

場
。「
世
界
は
二
人
の
…
」
を
三

度
歌
っ
て
い
る
。

世
界
は
二
人
の
た
め
に
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東京都生まれ。戦後の歌謡界を代表
する作曲家。17 歳で上京、流しの
歌手をしながら作曲を学ぶ。歌謡界
では古賀政男、服部良一、吉田正に
次ぐ四人目の国民栄誉賞を受賞。

（1932 ～ 2008）

遠藤 実

夫
、
舟
木
一
夫
、
こ
ま
ど
り
姉
妹
、

五
月
み
ど
り
、
山
本
リ
ン
ダ
、
杉

良
太
郎
。
遠
藤
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
人

気
を
補
強
し
た
歌
手
に
藤
島
桓

夫
、
島
倉
千
代
子
、
北
原
謙
二
、

北
島
三
郎
、
小
林
旭
、
渡
哲
也
、

渥
美
二
郎
、
牧
村
三
枝
子
、
小
林

幸
子
な
ど
、
錚そ

う

々そ
う

た
る
名
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

ヒ
ッ
ト
率
二
、三
％
と
い
わ
れ

る
厳
し
い
演
歌
部
門
で
、
遠
藤
実

の
曲
は
抜
群
の
成
績
を
誇
っ
て
い

る
の
だ
。

こ
の
ヒ
ッ
ト
曲
の
匠た

く
みは

、
家
が

貧
し
く
高
等
小
学
校
を
終
え
て
、

十
四
歳
で
新
潟
県
西
蒲
原
郡
内
野

町
の
日
東
紡
績
内
野
工
場
で
工
員

●
流
し
か
ら
ス
タ
ー
ト

日
本
人
の
琴
線
に
ふ
れ
、
時
代

を
超
え
て
好
ま
れ
、
歌
い
つ
が
れ

て
い
る
分
野
に
、「
演
歌
」「
艶
歌
」

「
援
歌
」「
縁
歌
」
と
「
エ
ン
カ
」

で
く
く
ら
れ
る
部
類
が
あ
る
。

演
歌
は
昭
和
の
初
期
、作
曲
家
・

古
賀
政
男
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
て

い
る
が
、戦
後
、こ
の
分
野
で
も
っ

と
も
ヒ
ッ
ト
率
が
多
く
、
数
多
く

の
歌
手
を
育
て
た
の
が
遠
藤
実
で

あ
っ
た
。

七
十
六
年
の
生
涯
に
、
世
に
送

り
出
し
た
曲
は
五
千
曲
以
上
と
言

わ
れ
、
遠
藤
の
曲
で
ヒ
ッ
ト
し
、

人
気
を
掴
ん
だ
歌
手
に
は
、
千
昌

遠藤 実
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に
な
っ
て
い
る
。

昭
和
七
年
七
月
六
日
、
東
京
市

向
島
区
（
現
在
の
墨
田
区
）
に
生

ま
れ
て
い
る
が
、
太
平
洋
戦
争
の

末
期
に
、
父
の
出
身
地
、
新
潟
県

西
蒲
原
郡
に
疎
開
し
て
い
た
か
ら

だ
っ
た
。

こ
の
後
、
農
家
の
作
男
に
な
る

が
、
当
時
、「
牛
に
な
り
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
と
語
っ
て
い
る
。

悪
い
例
え
だ
が
、
牛
は
日
中
の
労

働
が
終
れ
ば
、
夜
は
牛
舎
で
休
め

る
。
と
こ
ろ
が
、
作
男
は
夜
も
遅

く
ま
で
酷
使
さ
れ
、
満
足
に
休
め

な
か
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。

十
六
歳
で
山
乃
家
菊
丸
と
コ
ン

ビ
を
組
み
、
人
家
を
一
軒
々
々

回
っ
て
歌
い
、
わ
ず
か
な
お
金
を

も
ら
う
「
門か

ど

付づ

け
」
を
始
め
た
。

そ
の
厳
冬
の
あ
る
夜
、
あ
ま
り
の

寒
さ
に
凍こ

ご

え
た
手
を
温
め
る
た
め

に
、
路
傍
で
小
便
を
か
け
て
暖
を

と
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
七
月
、
十
七
歳

で
上
京
、
わ
か
め
の
行
商
な
ど

様
々
な
職
を
経
た
後
、
ギ
タ
ー
を

携
え
て
流
し
の
演
歌
師
に
な
っ

た
。荻

窪
界
隈
を
流
し
て
い
て
、
た

ま
た
ま
飲
み
屋
で
出
会
っ
た
の
が

日
本
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
専
属
作
詞
家

の
松
村
又
一
だ
っ
た
。

そ
の
縁
で
遠
藤
は
、
悲
願
だ
っ

た
レ
コ
ー
ド
歌
手
へ
の
作
曲
の
道

が
拓
け
、
星
幸
男
の
ペ
ン
ネ
ー
ム

で
作
曲
し
た
松
村
又
一
作
詞
「
破

れ
ソ
フ
ト
の
ギ
タ
ー
流
し
」
が
、

藤
島
桓
夫
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
、
狭

い
な
が
ら
作
曲
家
の
門
戸
が
開
け

た
。昭

和
三
十
二
年
、
デ
ビ
ュ
ー
曲

と
同
じ
こ
の
ト
リ
オ
で
出
し
た

「
お
月
さ
ん
今
晩
わ
」
が
初
ヒ
ッ

ト
す
る
が
、
こ
の
曲
は
遠
藤
自
ら

が
、
松
村
又
一
に
詞
を
依
頼
す
る

と
き
、
作
男
の
苦
難
時
代
、
ふ
と

リ
ン
ゴ
畑
の
中
で
見
た
月
に
「
今

晩
わ
」
と
挨
拶
を
し
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
言
い
添
え
た
こ
と
か
ら
、
生

ま
れ
て
い
た
。

つ
づ
く
藤
島
の
「
ア
ン
コ
な
ぜ
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ム
ビ
ア
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
を
受

け
、
遠
藤
は
感
激
で
身
が
震
え
る

思
い
だ
っ
た
。
自
身
、
島
倉
の
大

フ
ァ
ン
で
、
彼
女
の
歌
を
つ
く
っ

て
み
た
い
と
願
っ
て
も
い
た
。
し

か
し
、
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
専
属
の
身

で
、
実
名
で
は
作
曲
で
き
な
い
の

で
、
米
田
信
一
の
名
で
、
昭
和

三
十
三
年
、
西
沢
爽
作
詞
の
「
か

ら
た
ち
日
記
」
に
作
曲
し
た
と
こ

ろ
、
こ
れ
が
大
ヒ
ッ
ト
し
、
晴
れ

て
専
属
に
迎
え
ら
れ
た
。

古
賀
政
男
が
君
臨
す
る
コ
ロ
ム

ビ
ア
に
は
、
美
空
ひ
ば
り
を
筆
頭

に
小
林
旭
、コ
ロ
ム
ビ
ア
ロ
ー
ズ
、

五
月
み
ど
り
、
こ
ま
ど
り
姉
妹
、

村
田
英
雄
、
神
戸
一
郎
、
守
屋
浩
、

北
原
謙
二
、
北
島
三
郎
、
畠
山
み

ど
り
、
青
山
和
子
ら
が
目
白
押
し

で
、
作
曲
に
は
こ
と
欠
か
な
か
っ

た
。遠

藤
は
こ
の
社
で
充
分
に
活
躍

し
た
後
、
昭
和
四
十
年
三
月
、
契

約
を
解
き
、
島
倉
千
代
子
ら
の
パ

ト
ロ
ン
だ
っ
た
太
平
住
宅
創
業

者
・
中
山
幸
市
の
設
立
し
た
新
興

の
レ
コ
ー
ド
会
社
太
平
音
響
の
専

務
に
招
か
れ
た
。

三
年
後
、
中
山
が
死
去
す
る
と

二
代
目
社
長
に
推
さ
れ
、
社
名
を

自
分
の
名
前
に
因
ん
で
ミ
ノ
ル

フ
ォ
ン
レ
コ
ー
ド
に
改
名
。
制
作

を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
特
化
し

て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
主
導
の
新
業

泣
く
」
も
ヒ
ッ
ト
し
、
遠
藤
実
の

名
は
、
注
目
さ
れ
た
。

彼
は
、
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
専
属
の

野
村
雪
子
、
竹
山
逸
郎
、
松
山
恵

子
、
平
野
愛
子
と
い
っ
た
、
ひ
と

花
咲
か
せ
た
歌
手
の
曲
も
書
き
、

そ
の
名
は
狭
い
業
界
に
知
れ
わ

た
っ
た
の
だ
。

●
一
大
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
に

根
強
い
演
歌
部
門
で
連
続
ヒ
ッ

ト
を
飛
ば
し
た
遠
藤
に
、
ま
ず
、

コ
ロ
ム
ビ
ア
の
敏
腕
プ
ロ
デ
ュ

サ
ー
馬
渕
玄
三
が
、
島
倉
千
代
子

へ
の
作
曲
を
ひ
そ
か
に
打
診
し
て

き
た
。

ビ
ク
タ
ー
と
双
壁
を
な
す
コ
ロ

遠藤 実
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丘
灯
至
夫　
作
詞

舟
木
一
夫　
歌

舟
木
一
夫
を
一
躍
ス
タ
ー
ダ
ム

に
の
せ
た
「
高
校
三
年
生
」
は
、

貧
し
く
て
高
校
へ
進
め
な
か
っ
た

作
曲
家
・
遠
藤
実
の
無
念
の
思
い

が
、
隠
し
味
に
な
っ
て
い
る
。
作

詞
者
の
丘お

か

灯と

至し

夫お

も
病
弱
で
満
足

に
学
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。

期
せ
ず
し
て
一
致
し
た
作
詞
・

作
曲
家
の
果
た
せ
な
か
っ
た
進
学

の
夢
が
ヒ
ッ
ト
の
原
動
力
に
な
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
遠
藤
も

私
に
そ
の
こ
と
は
語
っ
て
い
る
。

デ
ビ
ュ
ー
曲
に
と
遠
藤
実
か
ら

こ
の
曲
を
示
さ
れ
た
の
は
、
愛
知

県
一
宮
市
か
ら
上
京
し
、
高
校
へ

通
い
な
が
ら
彼
の
レ
ッ
ス
ン
を
受

け
て
い
た
上
田
成
幸
だ
っ
た
。
舟

木
一
夫
の
芸
名
を
与
え
た
の
は
遠

藤
で
あ
る
。

昭
和
三
十
八
年
二
月
三
日
に
コ

ロ
ム
ビ
ア
ス
タ
ジ
オ
で
吹
き
込
み

を
し
て
い
る
が
、
そ
の
日
は
上
田

成
幸
が
高
校
三
年
生
の
時
だ
っ

た
。
し
か
し
、
レ
コ
ー
ド
発
売
は

高
校
卒
業
後
で
あ
っ
た
。

も
と
も
と
、「
高
校
三
年
生
」は
、

毎
日
新
聞
社
の
グ
ラ
フ
雑
誌
編
集

部
で
働
い
て
い
た
丘
灯
至
夫
が
、

高
校
体
育
祭
の
取
材
に
行
き
、
共

学
の
男
女
生
徒
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
を
踊
る
姿
に
、
鮮
烈
な
感
動
を

受
け
て
作
ら
れ
て
い
た
。

戦
前
に
育
っ
た
者
に
は
「
男
女

七
歳
に
し
て
席
を
同
じ
う
せ
ず
」

の
厳
し
い
教
え
が
あ
り
、
思
春
期

の
男
女
が
手
を
取
り
合
っ
て
ダ
ン

ス
に
興
じ
る
な
ど
、
夢
の
ま
た
夢

だ
っ
た
の
だ
。

作
詞
家
の
こ
の
衝
撃
は
、
作
曲

家
に
伝
わ
り
学
園
も
の
が
誕
生
す

る
が
、「
高
校
三
年
生
」
は
一
年

で
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
に
な
り
、
以

降〝
学
園
ソ
ン
グ
〟と
し
て
シ
リ
ー

ズ
化
さ
れ
、「
修
学
旅
行
」「
学
園

広
場
」
と
つ
づ
く
。

高
校
三
年
生
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福島県郡山市生まれ。郡山工業高
校卒。18 歳で上京、歌手の高倉敏、
鶴田六郎らの付き人をしながら作曲
とピアノを独学で学ぶ。都はるみの
育ての親として知られる。

（1933 ～ 2006）

市川昭介

だ
が
、
自
分
の
ル
ッ
ク
ス
、
背

か
っ
こ
う
な
ど
か
ら
み
て
、
い
か

に
も
ス
テ
ー
ジ
映
え
し
な
い
こ
と

を
自
覚
し
、
初
歩
の
声コ

ー
ル楽

練ユ
ー
ブ
ン

習
曲

集ゲ
ン

を
独
学
。
歌
謡
同
人
誌
か
ら

拾
っ
た
好
き
な
詞
に
曲
を
付
け
、

各
レ
コ
ー
ド
会
社
へ
売
り
込
み
に

廻
っ
た
が
、
ど
こ
も
無
名
の
市
川

昭
介
を
相
手
に
し
て
は
く
れ
な

か
っ
た
。

そ
の
市
川
が
、
無
名
時
代
の
星

野
哲
郎
と
知
り
合
っ
た
こ
と
で
、

二
人
は
一
緒
に
新
曲
を
作
り
、
意

地
に
懸
け
て
で
も
世
に
出
よ
う

と
、
七
、八
年
間
は
作
品
づ
く
り

に
励
ん
で
い
る
。

星
野
は
そ
の
著
書
『
歌
い
と
し

●
ニ
コ
ニ
コ
坊
や
の
前
半
生

歌
手
を
目
ざ
し
、
一
度
は
屈
辱

に
ま
み
れ
た
前
座
歌
手
を
つ
と
め

た
後
、
作
曲
に
転
じ
た
ヒ
ッ
ト

メ
ー
カ
ー
は
少
く
な
い
。

遠
藤
実
、
浜
圭
介
、
弦
哲
也
な

ど
が
そ
う
で
あ
る
。

畠
山
み
ど
り
の
「
恋
は
神
代
の

昔
か
ら
」「
出
世
街
道
」、
都
は
る

み
の
「
ア
ン
コ
椿
は
恋
の
花
」「
涙

の
連
絡
船
」
な
ど
で
、
ミ
リ
オ
ン

セ
ラ
ー
を
連
発
し
た
市
川
昭
介

も
、
歌
手
の
高
倉
敏
、
鶴
田
六
郎

ら
の
付
き
人
（
か
ば
ん
持
ち
）
を

す
る
傍
ら
、
歌
手
を
目
ざ
し
た
一

人
だ
っ
た
。

市川昭介
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き
も
の
よ
』
で
、

「
二
人
で
書
い
た
作
品
の
数
は
い

ち
い
ち
数
え
き
れ
な
い
。
オ
ク
ラ

入
り
し
て
陽
の
目
を
み
な
か
っ
た

作
品
も
お
び
た
だ
し
い
」

と
苦
難
時
代
を
綴
り
、

「
私
と
昭
介
で
作
っ
た
も
の
が
な

か
な
か
ヒ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
原
因

は
、〝
こ
の
昭
介
を
必
ず
男
に
し

て
や
ら
ね
ば
〟
と
い
う
私
の
入
れ

こ
み
が
過
ぎ
て
、
彼
の
曲
の
入
る

余
地
の
な
い
詞
ば
か
り
書
い
て
い

た
か
ら
と
思
い
た
い
」

と
書
い
て
い
る
。

二
人
の
作
品
は
、
昭
和
三
十
七

年
、
畠
山
み
ど
り
の
「
恋
は
神
代

の
昔
か
ら
」、
翌
三
十
七
年
、「
出

世
街
道
」
の
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー

で
叶
え
ら
れ
る
が
、
市
川
昭
介

の
デ
ビ
ュ
ー
曲
と
な
っ
た
の
は
、

三
十
六
年
、島
倉
千
代
子
が
歌
い
、

第
３
回
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
・
作

曲
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
西
沢
爽
作

詞
の
「
恋
し
て
い
る
ん
だ
も
ん
」

だ
っ
た
。

市
川
は
こ
の
ヒ
ッ
ト
を
き
っ
か

け
に
、
翌
年
、
前
記
の
よ
う
な
大

ヒ
ッ
ト
曲
を
出
す
の
だ
が
、
常
に

笑
顔
を
絶
さ
な
い
ニ
コ
ニ
コ
坊
や

の
本
領
を
発
揮
す
る
の
は
、
都
は

る
み
と
い
う
、
す
ご
い
唸
り
節
の

新
人
を
発
掘
し
た
こ
と
か
ら
だ
っ

た
。都

は
る
み
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
の

新
人
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
勝
ち
残

り
、
西
沢
爽
作
詞
・
遠
藤
実
作
曲

の「
困
る
の
こ
と
よ
」で
デ
ビ
ュ
ー

す
る
が
、
不
発
に
終
わ
り
、
続
い

て
「
て
れ
ち
ゃ
う
渡
り
鳥
」
で
市

川
昭
介
の
曲
を
歌
う
が
、
こ
れ
も

駄
目
で
、「
二
度
あ
る
こ
と
は
三

度
あ
る
」
の
不
吉
な
ジ
ン
ク
ス
を

覆
す
た
め
に
、
市
川
に
連
れ
ら
れ

て
星
野
哲
郎
邸
へ
や
っ
て
来
た
の

で
あ
る
。

星
野
は
、
当
時
、
コ
ロ
ム
ビ
ア

レ
コ
ー
ド
か
ら
新
興
レ
コ
ー
ド
会

社
ク
ラ
ウ
ン
へ
移
り
、
専
属
関
係

で
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
に
と
ど
ま
っ
た

市
川
の
曲
に
、
詞
は
作
れ
な
い
立

場
に
あ
っ
た
。
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く
わ
か
っ
た
。

歌
い
終
る
と
、
市
川
は
ニ
コ
ニ

コ
顔
で
、「
テ
ッ
ツ
ァ
マ
、
書
か

な
く
て
い
い
か
ら
ね
、
別
に
」
と

わ
ざ
わ
ざ
言
い
残
し
て
帰
っ
て

行
っ
た
。

●
市
川
オ
ン
リ
ー
の
は
る
み

都
は
る
み
を
一
躍
、
ス
タ
ー
ダ

ム
に
押
し
上
げ
る
「
ア
ン
コ
椿
は

恋
の
花
」
は
、
二
人
が
引
き
揚
げ

た
後
、
は
る
み
の
す
ご
い
歌
声
に

創
作
意
欲
を
か
き
た
て
ら
れ
た
星

野
が
、
夜
明
け
の
三
時
ご
ろ
ま
で

に
一
気
呵
成
に
書
き
上
げ
た
詞

だ
っ
た
。

は
る
み
は
、「
ア
ン
コ
椿
は
恋

の
花
」
で
第
６
回
日
本
レ
コ
ー
ド

大
賞
・
新
人
賞
を
獲
得
し
、
以
後
、

昭
和
四
十
六
年
に
至
る
七
年
間
に

五
十
数
曲
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
て

い
る
が
、
作
詞
は
星
野
哲
郎
を
筆

頭
に
、
石
本
美
由
起
、
関
沢
新
一
、

丘
灯
至
夫
、
白
鳥
朝
詠
、
吉
岡
治

な
ど
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
専
属
の
ベ
テ

ラ
ン
作
詞
家
が
、
多
彩
な
詞
を
提

供
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
作
曲
は
、
一
手
に
育

て
の
親
の
市
川
昭
介
が
書
い
て
い

て
、「
涙
の
連
絡
船
」「
さ
よ
な
ら

列
車
」「
初
恋
の
川
」「
好
き
に
な
っ

た
人
」「
は
る
み
の
三
度
笠
」「
男

が
惚
れ
な
き
ゃ
女
じ
ゃ
な
い
よ
」

と
、
そ
の
ヒ
ッ
ト
率
も
群
を
抜
い

そ
れ
を
承
知
で
、
わ
ざ
わ
ざ
都

は
る
み
と
い
う
新
人
を
連
れ
て
来

た
の
は
、「
歌
を
書
い
て
も
ら
い

に
来
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
子
の

歌
を
聞
い
て
ほ
し
い
。
こ
ん
な
歌

手
は
二
度
と
あ
ら
わ
れ
な
い
」
と

い
う
口
実
だ
っ
た
。

駆
け
出
し
の
作
詞
家
・
星
野
哲

郎
の
家
に
は
、
当
時
ピ
ア
ノ
は
な

く
オ
ル
ガ
ン
が
あ
っ
た
。
市
川
は

そ
の
オ
ル
ガ
ン
を
弾
い
て
、
は
る

み
の
唸
り
節
を
聞
か
せ
た
の
だ
。

は
る
み
が
、
先
輩
歌
手
の
歌
を

歌
い
出
す
と
、
星
野
の
煙
草
を

持
っ
た
手
が
ガ
タ
ガ
タ
と
震
え
出

し
、
す
ご
い
衝
撃
を
与
え
ら
れ
た

様
が
、
そ
ば
に
い
た
市
川
に
も
よ

市川昭介
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星
野
哲
郎　
作
詞

水
前
寺
清
子　
歌

畠
山
み
ど
り
の
た
め
に
用
意

し
て
い
た
「
袴
を
は
い
た
渡
り

鳥
」の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
そ
の
ま
ま
、

「
袴
」
を
「
涙
」
に
急
遽
か
え
て
、

水
前
寺
清
子
に
歌
わ
せ
ヒ
ッ
ト
し

た
歌
で
あ
る
。

女
だ
て
ら
に
、〝
男
歌
〟
を
好

ん
で
歌
う
水
前
寺
清
子
は
、
昭
和

三
十
六
年
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
北
島
三
郎
と

優
勝
を
争
い
コ
ロ
ム
ビ
ア
へ
迎
え

ら
れ
た
。

三
年
在
籍
中
に
十
一
曲
吹
き
込

ん
だ
が
、
す
べ
て
が
オ
ク
ラ
入
り

に
な
っ
て
芽
が
出
ず
、
星
野
哲
郎

に
誘
わ
れ
て
新
興
会
社
ク
ラ
ウ
ン

へ
移
籍
し
た
こ
と
で
、
畠
山
み
ど

り
に
予
定
し
て
い
た
〝
袴
〟
を
は

く
幸
運
に
巡
り
合
う
。

星
野
哲
郎
作
詞
、
市
川
昭
介
作

曲
の
手
馴
れ
た
演
歌
で
、
彼
女
は

出
身
地
、
熊
本
市
の
水
前
寺
公
園

と
、
加
藤
清
正
の
清
に
因
ん
で
水

前
寺
清
子
の
芸
名
で
デ
ビ
ュ
ー
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

お
目
見
え
曲
に
な
っ
た
「
涙
を

抱
い
た
渡
り
鳥
」
は
、
も
と
も
と

袴
を
は
い
て
歌
う
畠
山
み
ど
り
用

に
作
ら
れ
て
い
た「
男
歌
」で
あ
っ

た
た
め
、
ク
ラ
ウ
ン
は
、
水
前
寺

清
子
を
ボ
ー
イ
ッ
シ
ュ
ス
タ
イ
ル

の
着
流
し
で
、
動
作
も
思
い
き
っ

て
無
骨
に
振
る
舞
う
算
段
を
図
っ

た
の
で
あ
る
。

市
川
昭
介
は
、
鶴
田
六
郎
の
鞄

持
ち
と
し
て
七
年
間
も
居
候
生
活

の
苦
労
を
し
て
い
る
。
こ
の
間
に

独
学
で
作
曲
の
勉
強
を
し
、
演
歌

の
底
に
流
れ
る
庶
民
の
喜
怒
哀
楽

を
充
分
に
薬
籠
中
の
物
に
し
て
い

た
。そ

れ
だ
け
に
、
歌
手
の
経
歴
、

声
の
特
徴
に
合
っ
た
曲
づ
く
り

で
、
期
待
に
充
分
応
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。

涙
を
抱
い
た
渡
り
鳥
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東京都生まれ。ジャズ喫茶「テネ
シー」で歌っている所を渡辺美佐に
見出され、「日劇ウェスタンカーニ
バル」で大ブレーク。のち作曲家に
転向、数々のヒット曲を生む。

（1937 ～ 2017）

平尾昌晃

●
吉
田
正
の
指
南

ジ
ャ
ズ
、
ウ
ェ
ス
タ
ン
、
ロ
カ

ビ
リ
ー
と
い
っ
た
バ
タ
臭
い
音
楽

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
平
尾
昌
晃

は
、
途
中
で
作
曲
に
転
じ
「
よ
こ

は
ま
・
た
そ
が
れ
」「
瀬
戸
の
花
嫁
」

と
、
リ
リ
シ
ズ
ム
あ
ふ
れ
る
日
本

調
の
歌
で
ヒ
ッ
ト
を
連
発
し
た
。

化
粧
品
会
社
を
経
営
す
る
豊
か

な
家
に
生
ま
れ
た
平
尾
は
慶
應
高

校
を
中
退
。
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
の

歌
手
と
し
て
、
日
劇
の
ウ
ェ
ス
タ

ン
カ
ー
ニ
バ
ル
に
初
出
演
し
て
、

知
ら
れ
た
存
在
に
な
る
。

渡
辺
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
副
社

長
・
渡
辺
美
佐
の
企
て
た
舞
台

で
、『
経
済
白
書
』
に
「
も
は
や

戦
後
で
は
な
い
」
と
書
か
れ
た
昭

和
三
十
年
代
の
初
め
で
あ
っ
た
。

「
リ
ト
ル
・
ダ
ー
リ
ン
」「
監
獄

ロ
ッ
ク
」
で
初
ヒ
ッ
ト
を
出
す

が
、
強
烈
な
ロ
カ
ビ
リ
ー
の
追
風

も
あ
っ
て
、
若
者
に
熱
狂
的
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
。

当
時
、
銀
座
、
新
宿
と
い
っ
た

東
京
の
盛
り
場
に
は
ジ
ャ
ズ
喫
茶

が
人
材
を
輩
出
し
て
い
た
。
平

尾
昌
晃
は
銀
座
の
「
テ
ネ
シ
ー
」

「
Ａア

シ

ベ
Ｃ
Ｂ
」、
大
阪
の
「
銀
馬
車
」、

神
戸
の
「
コ
ペ
ン
」
等
の
メ
イ
ン

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
舞
台
に
立

ち
、
連
日
、
ワ
ン
セ
ッ
ト
三
十
～

四
十
分
の
ス
テ
ー
ジ
を
昼
に
五

平尾昌晃
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回
、夜
に
五
回
と
歌
い
ま
く
っ
た
。

平
尾
、山
下
敬
二
郎
、ミ
ッ
キ
ー

カ
ー
チ
ス
な
ど
は
、
興
奮
し
て
駆

け
上
っ
た
女
の
子
に
、
ス
テ
ー
ジ

か
ら
引
き
ず
り
下
ろ
さ
れ
そ
う
に

な
っ
た
り
、
押
し
倒
さ
れ
る
始
末

で
、
そ
の
狂
乱
ぶ
り
に
評
論
家
の

大
宅
壮
一
は
、「
気
違
い
病
院
の

シ
ョ
ウ
だ
」
と
揶
揄
し
た
ほ
ど

だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
狂
乱
ぶ
り

は
、
渡
辺
美
佐
が
あ
ら
か
じ
め
観

客
に
因
果
を
ふ
く
め
、
演
出
し
て

い
た
と
の
噂
が
流
れ
た
。
噂
は
事

実
だ
っ
た
の
か
、
演
出
さ
れ
た
ロ

カ
ビ
リ
ー
ブ
ー
ム
は
、
す
ぐ
退
潮

し
て
し
ま
っ
た
。

幼
少
か
ら
音
楽
的
素
養
の
あ
っ

た
平
尾
昌
晃
は
、
す
で
に
こ
の
時

点
で
、「
ミ
ヨ
チ
ャ
ン
」「
星
は
な

ん
で
も
知
っ
て
い
る
」
の
自
作
曲

を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
て
い
た
。

賢
明
な
彼
は
、
都
会
的
な
ム
ー

ド
歌
謡
が
ブ
ー
ム
に
な
り
、
フ
ラ

ン
ク
永
井
の
「
有
楽
町
で
逢
い
ま

し
ょ
う
」
が
ヒ
ッ
ト
す
る
と
、
作

曲
し
た
吉
田
正
の
曲
を
歌
い
た
く

な
っ
て
、
昭
和
三
十
五
年
に
キ
ン

グ
レ
コ
ー
ド
か
ら
ビ
ク
タ
ー
に
移

籍
し
、
吉
田
正
の
門
下
生
に
な
っ

て
い
た
。

人
呼
ん
で
吉
田
学
校
へ
レ
ッ
ス

ン
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
吉

田
の
教
え
方
は
独
特
で
、
狭
い
応

接
室
で
ピ
ア
ノ
を
弾
き
な
が
ら
、

自
分
で
ま
ず
歌
っ
て
聞
か
せ
た
。

吉
田
の
歌
は
大
変
う
ま
く
、
平
尾

が
聞
き
ほ
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
師

は
細
か
い
技
術
的
な
こ
と
に
は
触

れ
な
い
で「
言
葉
を
歌
い
な
さ
い
」

と
言
い
、「
間
奏
も
歌
な
ん
だ
よ
」

「
短
い
曲
に
も
小
さ
な
ド
ラ
マ
が

必
ず
あ
る
。
歌
っ
て
い
な
い
と
き

も
、
曲
の
雰
囲
気
の
中
に
い
な
け

れ
ば
、
人
の
心
を
つ
か
め
な
い
」

と
い
っ
た
「
歌
と
は
な
ん
で
あ
る

か
」
の
基
本
を
じ
っ
く
り
教
え
て

く
れ
た
。

そ
し
て
吉
田
の
指
南
は
、
平
尾

の
そ
の
後
の
作
曲
家
人
生
に
大
き

な
礎
と
な
っ
た
。
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福島県会津坂下町生まれ。日本大学
芸術学部卒。古賀政男に師事。森進
一のデビュー曲「女のためいき」以
降「港町ブルース」「おふくろさん」
と森のヒット曲を連発。

（1938 ～ 1993）

猪俣公章

い
き
」「
港
町
ブ
ル
ー
ス
」、
水
原

弘
の
カ
ム
バ
ッ
ク
曲
「
君
こ
そ
わ

が
命
」
で
当
て
た
作
曲
家
・
猪
俣

公
章
は
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
か

ら
五
十
年
代
に
か
け
て
、
こ
の

『
姫
』
に
毎
晩
の
よ
う
に
顔
を
出

し
て
い
た
。

血
統
を
た
ど
る
と
、
山
口
洋
子

の
血
脈
と
ど
こ
か
で
触
れ
合
う
と

の
噂
も
あ
り
、
彼
女
の
直
木
賞
受

賞
作
『
演
歌
の
虫
』
の
中
に
作
曲

家
・
一
谷
直
行
の
名
前
で
描
か
れ

て
い
た
。

猪
俣
は
、一
般
に
は「
こ
う
し
ょ

う
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
本
名

で
は
「
き
み
あ
き
」
と
読
み
、
福

島
県
河
沼
郡
会
津
坂
下
町
に
昭
和

●
演
歌
の
虫
の
真
骨
頂

後
に
作
詞
家
・
直
木
賞
作
家
と

な
る
山
口
洋
子
は
、
東
京
の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
銀
座
に
『
姫
』
と

い
う
高
級
ク
ラ
ブ
を
経
営
し
て
い

た
の
だ
が
、「
黙
っ
て
座
る
だ
け

で
ン
万
円
は
請
求
さ
れ
る
」
と
冗

談
口
を
た
た
か
れ
る
ほ
ど
高
額
な

店
で
、
売
れ
っ
子
作
家
や
プ
ロ
野

球
選
手
、
芸
能
人
、
総
会
屋
、
ヤ

ク
ザ
の
顔
役
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

た
ち
が
出
入
り
し
、
華
や
か
な

ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
を
繰
り
ひ
ろ
げ
て

い
た
。

掠か
す

れ
声
で
人
気
歌
手
に
な
っ
た

森
進
一
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
女
の
た
め

猪俣公章
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十
三
年
四
月
に
生
ま
れ
た
。

東
京
の
進
学
校
・
開
成
高
校
か

ら
日
本
大
学
芸
術
学
部
音
楽
科
に

学
び
、
演
歌
の
大
御
所
・
古
賀
政

男
の
内
弟
子
に
な
れ
た
。
は
た
か

ら
み
た
ら
僥

ぎ
ょ
う

倖こ
う

の
身
と
考
え
ら
れ

る
が
、
四
年
間
を
通
じ
て
「
作
曲

を
し
て
み
ろ
」
の
チ
ャ
ン
ス
ど
こ

ろ
か
、
書
い
た
作
品
の
一
曲
す
ら

見
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
猪
俣
は
古
賀
邸
の
倉

庫
に
何
千
曲
と
山
積
み
に
さ
れ
た

古
い
楽
譜
の
整
理
を
命
じ
ら
れ

た
。
楽
譜
を
読
め
る
猪
俣
に
と
っ

て
は
、
古
賀
政
男
の
真
髄
に
じ
か

に
触
れ
ら
れ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

だ
っ
た
。

彼
は
ち
り
ま
み
れ
の
倉
庫
の
中

で
、
古
び
た
楽
譜
を
一
枚
一
枚
読

み
、
古
賀
の
曲
の
成
り
立
ち
を
、

血
と
し
肉
に
し
た
の
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、
古
賀
の
新
曲
を
聞
く

「
お
聴
か
せ
会
」
と
い
う
会
合
が
、

古
賀
邸
二
階
で
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ

コ
ー
ド
の
文
芸
部
、
歌
手
と
あ
る

が
、
そ
の
時
、
猪
俣
は
こ
っ
そ
り

階
段
下
に
行
き
、
一
部
始
終
を
盗

み
聞
き
し
て
い
た
。

そ
の
盗
み
聞
き
に
よ
っ
て
、
古

賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
ど
の
よ
う
に
し

て
生
ま
れ
て
い
く
か
の
過
程
と
、

レ
コ
ー
ド
会
社
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
役
割
と
、
ヒ
ッ
ト
曲
を
生
み
出

す
た
め
の
戦
略
、
そ
し
て
時
代
が

ど
ん
な
曲
を
求
め
て
い
る
か
の
流

れ
が
、
つ
ぶ
さ
に
わ
か
る
の
だ
っ

た
。古

賀
か
ら
じ
か
に
教
わ
る
よ

り
、
こ
の
盗
み
聞
き
で
得
た
作
曲

法
は
、
猪
俣
公
章
の
人
生
に
と
っ

て
何
も
の
に
も
変
え
難
い
授
業

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

日
大
三
年
の
と
き
、
古
賀
の
門

下
生
に
な
っ
た
が
、
猪
俣
が
森
進

一
の
デ
ビ
ュ
ー
作
に
し
て
八
十
万

枚
の
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
「
女
の
た

め
い
き
」
を
書
く
ま
で
に
は
、
七

年
近
い
歳
月
が
必
要
だ
っ
た
。

猪
俣
公
章
の
作
曲
家
人
生
を
確

立
し
た
水
原
弘
の
「
君
こ
そ
わ
が

命
」
が
生
ま
れ
た
の
は
、そ
の
「
女
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山
上
路
夫　
作
詞

海
原
千
里
・
万
里　
歌

藤
山
一
郞
の
豊
か
な
歌
唱
力
で

一
時
代
を
画
し
た
「
東
京
ラ
プ
ソ

デ
ィ
ー
」
に
対
し
、
海
原
千
里
・

万
里
の
「
大
阪
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」

は
、
東
京
に
遅
れ
る
こ
と
四
十
年

の
昭
和
五
十
年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ

た
。大

阪
の
名
所
が
織
り
込
ま
れ
、

そ
の
見
ど
こ
ろ
に
触
れ
な
が
ら
、

そ
ぞ
ろ
歩
き
の
恋
人
同
士
の
心
の

動
き
を
描
い
た
歌
だ
っ
た
。

山
上
路
夫
作
詞
、
猪
俣
公
章
作

曲
の
典
型
的
ご
当
地
ソ
ン
グ
で
、

大
阪
を
冠
し
た
多
く
の
歌
の
中

で
、
最
も
人
気
の
高
い
曲
の
ひ
と

つ
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
理
由
の

ひ
と
つ
は
、
大
阪
漫
才
で
知
ら
れ

た
海
原
千
里
・
万
里
が
息
の
合
っ

た
デ
ュ
エ
ッ
ト
を
聞
か
せ
て
い
る

こ
と
だ
っ
た
。

千
里
と
万
里
は
実
の
姉
妹
で
、

本
名
は
万
里
が
芦
川
百
々
子
で
、

千
里
が
上
沼
恵
美
子
で
あ
っ
た
。

姉
妹
は
幼
少
期
か
ら
素
人
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
演
し
て
い
た
が
中
学

校
卒
業
後
、
海
原
お
浜
・
小
浜
に

入
門
し
た
の
を
機
に
、
万
里
・
千

里
の
芸
名
で
姉
妹
漫
才
コ
ン
ビ
で

デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
に
テ
イ
チ
ク
か

ら
「
幼
な
じ
み
で
お
な
い
ど
し
」

で
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
。「
初
恋
日
記
」

な
ど
を
リ
リ
ー
ス
す
る
が
、
ヒ
ッ

ト
に
は
遠
か
っ
た
。

そ
し
て
、ビ
ク
タ
ー
に
移
籍
し
、

再
デ
ビ
ュ
ー
の
意
気
込
み
で
歌
っ

た
の
が
、
大
阪
ム
ー
ド
た
っ
ぷ
り

の
「
大
阪
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」
だ
っ

た
。メ

イ
ン
パ
ー
ト
を
妹
の
千
里

が
、
サ
ブ
を
姉
の
万
里
が
息
も

ぴ
っ
た
り
に
歌
い
、
大
阪
の
水
に

合
っ
た
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
は
、
ご
当

地
か
ら
火
が
つ
き
全
国
へ
と
広
が

り
四
十
万
枚
も
売
れ
た
。

大
阪
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
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「体験的音楽論」　　いずみたく　　大月書院
「海鳴りの詩」　　小西良太郎　　集英社
「うた王国・百鬼夜行」　　小西良太郎　　廣済堂出版
「昭和流行歌スキャンダル」　　島野功緒　　新人物文庫
「あの素晴しい曲をもう一度」　　富澤一誠　　新潮新書
「カラオケ中年隊がゆく」　　カラオケ中年隊編　　文春文庫



塩澤実信（しおざわ・みのぶ）

1930（昭和５）年、長野県生まれ。双葉社取締役編集局長をへて、
東京大学新聞研究所講師等を歴任。日本ペンクラブ名誉会員。元日本
レコード大賞審査員。主な著書に「雑誌記者池島信平」（文藝春秋）、「ベ
ストセラーの光と闇」（グリーンアロー出版社）、「動物と話せる男」（理
論社）、「出版社大全」（論創社）、 「ベストセラー作家 その運命を決め
た一冊」「出版界おもしろ豆事典」「昭和歌謡 100 名曲 part.1 〜 5」「昭
和の歌手 100 列伝 part1 〜 3」「昭和平成大相撲名力士 100 列伝」「不
滅の昭和歌謡」（以上北辰堂出版）、「昭和の流行歌物語」「昭和の戦時
歌謡物語」「昭和のヒット歌謡物語」「この一曲に賭けた 100 人の歌手」

「出版街放浪記」「我が人生の交遊録」（以上展望社）ほか多数。
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歌謡曲が輝いていた時
昭和の作曲家 20 人 100 曲


